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ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）

厚生労働省 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000092042.html

人々が信頼し協力し合う社会では健康状態が良好

「信頼」、「互酬性」（助け合い）、「ボランティア」、「社会参
加」、「投票率」（政治への信頼）などが調査される。

2

近藤克則 健康格差社会
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Developing Pharmacy Practice
A focus on patient care

「薬剤師業務のさらなる展開」
～患者中心のケアを目指して～

薬剤師はカウンターの奥から出て、薬を手渡すだけでなく、
患者ケアの提供を通じた社会への貢献を始めるべきである。

調剤という単なる作業そのものに未来はない。



緊急避妊薬HIV検査

新型コロナ検査

HIV検査相談

介護施設薬物供給

配達

薬局を介さない
薬剤供給 在宅ケア 応急処置

緊急時
薬剤処方

薬剤処方

処方薬剤変更

投与量変更

リフィル処方せん補助処方

FIP: Community pharmacy at a glance 2021

薬局の処方せん調剤を越える業務
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糖尿病

禁煙 食事・減量 セルフケア

メンタルヘルス、ワクチン、女性、災害医療FIP https://www.fip.org/

薬剤師とヘルスプロモーション：FIPガイド



新規処方

継続処方

注射処方

臨床検査

テクニシャン

BCブリティッシュコロンビア
ABアルバータ
SKサスカチュワン
MBマニトバ
ONオンタリオ
QCケベック
NBニューブロンズウイック
NSノバスコシア

カナダ薬剤師の果たす役割
AB:アルバータ州は全範囲実施可能(COVID-19以降、現在)
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UK National Institute for Health and Care Excellence (NICE)
https://www.nice.org.uk/guidance/qs196

イギリス：薬局は健康とウエルビーイングを促進（NICE）
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UK Health Security Agency
https://ukhsa.blog.gov.uk/2019/06/28/pharmacy-playing-a-pivotal-role-in-prevention-and-public-health/

1. Cardiovascular disease (CVD)

2. Smoking（禁煙）

3. Sexual health, reproductive

health and HIV（SRHR）

4. Healthy ageing（高齢者）

5. Mental health（精神）

6. Vaccination（ワクチン接種）

イギリス：薬局は予防・公衆衛生の中心（英国 健康安全局）
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欧州：ドイツ、ウクライナ、ルーマニア、エストニア、ラトビア、トルコ
アフリカ：シエラレオネ、ガーナ、ナイジェリア、エジプト、タンザニア
アジア：マレーシア・・・など

薬局でのワクチン接種 2025年 52か国



Watson KE, et al. Pharmacy 2021,9,99.https://doi.org/10.3390/pharmacy9020099

災害時

薬剤師の役割の変遷

炭疽菌危機薬剤物流 ハリケーン・カテリーナ 山火事 雷雨時喘息

物流 バイオテロ対策 臨床 処方/初期対応

薬剤師の役割は災害で拡大してきた



https://www.england.nhs.uk/primary-care/pharmacy/pharmacy-integration-fund/independent-prescribing/

薬剤師による薬剤処方：イギリス 2026年新卒者全員で開始

薬剤師による独立処方
（Independent Prescribing）

2026年卒の薬剤師からは、酢ツ
行と同時に薬剤処方を可能にする

既卒の薬剤師にも薬剤処方のため
の研修機会を準備している
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岡崎研太郎 「かなづちを捨てよ！」糖尿病エンパワーメントの理念とは
https://www.jstage.jst.go.jp/article/yakushi/135/3/135_14-00207-1/_pdf

糖尿病は患者のものであり、患者自身が問題を解決し
治療方針を立案していく権利と能力を持っている

患者が主体であり、責任も負う

医療者は、患者が意思決定するための十分な情報を提
供し、患者を支援する役目を担う

糖尿病 エンパワーメント



ナッジ(nudge)：元々は「ひじで軽く突く」という意味

強制ではなく、自発的に望ましい行動を選択するよう促す
仕掛けや手法（リバタリアン・パターナリズム）

13厚生労働省 https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000506624.pdf

行動経済学 Nudge（ナッジ）

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000506624.pdf


インスリンの注射にすると
言われました

悪くなったってことでしょう

薬剤師になってすぐのある日・・・
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血糖値が高いから
間食やめろって！
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2005～8年頃 岡田浩 作成・配付
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ハンマーを捨てろ！

Throw away  your Hammer！

ミシガン大学 ロバート・アンダーソン教授
（2009年 ミシガン大）

エンパワーメント



国内80薬局が参加、50薬局が患者支援を実施
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Okada H et al. Pharmacology & Pharmacy 2016, 7, 
124-132

CONSORTフローチャート

割振り
Allocation

組み入れ
Enrollment

追跡
Follow-up

解析
Analysis

COMPASSプロジェクト 研究フロー
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Intervention

HbA1c(%)

Okada H et al. Pharmacology & Pharmacy 2016, 7, 124-132

COMPASSプロジェクト 結果
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56薬局が支援実施 高血圧患者125名が参加

Hiroshi Okada et al. BioScineceTrend 2017 

割振り
Allocation

組み入れ
Enrollment

追跡
Follow-up

解析
Analysis

COMPASS-BP 研究フロー



22

130

132

134

136

138

Baseline 3months

Δ＝-6.0 mmHg
P=0.026
(95%CI -11, -0.9)

Control

Intervention

mm Hg

Hiroshi Okada et al. BioScineceTrend 2017 

COMPASS-BP 結果



薬剤師の行動変容“YARIGAI”向上 COMPASS,COMPASS-BP

Shoji M et al. Jpn.J.Soc.Pharm. 33(1) 2014 Shoji M et al. IJPP 27. 2019 23

COMPASS研究 その他の結果



Liz Steed et al. Cochrane Database Syst Rev. 2019
24

薬局での健康支援：コクラン・ライブラリー（SR）



https://www.cochranelibrary.com/

結果
57件のRCT、参加者16,220人の参加者

・糖尿病、高血圧、喘息、および心血管リスクの改善

健康支援介入
・健康関連行動の改善
（SMD 0.43、95％CI 0.14～0.72；I2＝89％；10試験；2138人）

・コレステロール値や糖化ヘモグロビン値の改善
（SMD -0.43, 95% CI -0.65 to -0.21; I2 = 90%; 20 試験; 3971人）

健康増進の介入
・薬局利用者のQOLの改善（SMD 0.29, 95% CI 0.08 to 0.50; I2= 82%; 10試験、2687人）

薬局での健康支援：コクラン・ライブラリー（SR）
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Liz Steed et al. Cochrane Database Syst Rev. 2019

薬局での健康支援：日本の研究もコクランに掲載
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＋２点 感情や目標に
注意を向けている

「どんなことを試してみたいですか？」
「どのように感じておられますか？」
「どうなるのが一番いいですか？」

＋１点 問題を掘り下げている 「そのことについて詳しく教えてください」
「なぜそれが問題になるのですか？」
「どんな意味があなたにありますか？」

±０点 情報提供

－１点 患者の代わりに問題を
解決

「その場合、○○しましょう！」
「家族には話しておくべきです」
「私が奥様に話しますよ」

－２点 患者を批評 「それはよくない方法ですね」
「運動したんですね、頑張りましたね」
「食事療法がしっかり守れてうれしいです」

ロバート・アンダーソン「糖尿病エンパワーメント」

エンパワーメントスコア：EM度チェック



１．選択肢を示す

→「運動、食事、薬だったらどれがいいですか？」

２．仮定「もし・・・」を使う

「もし、気を付けるなら何ができそうですか？」

３．伝聞「・・・の方もいます」を使う

「この薬の効果を引出して1％下がる人もいました」
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ナッジ：3つの方法



Hirota N, Okada H, Okamura  N. BMC Geriatr. 2023

薬局でのフレイル対策の効果



Kado K, Okada H et al. J Pharm Policy Pract. 2023

薬局でのシックデイ対策
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兵庫

福岡

青森

神奈川

群馬

長崎

鹿児島

和歌山

広島

金沢

研究参加薬剤師83名、患者登録73名

秋田

岡田浩、薬局薬剤師による2型糖尿病患者の
isCGMデータを用いた血糖自己管理支援プ
ログラムの開発とその効果の検証 薬剤師
職能振興研究助成事業 2022年

薬局でのisCGMの活用：COMPASS-Libre
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和医大薬講義：地域医療薬学１・Ⅱ

大学講義：薬局でのヘルスプロモーション



•患者支援のスキル：エンパワーメント

•情報提供のスキル：ナッジ

•行動変容モデル

•性格タイプ別アプローチ

３☆ファーマシスト研修 ⇒ 行列研修

岡田浩 じほう、2013年



身体・薬剤

心理・感情社会・家族

https://en.wikipedia.org/wiki/Biopsychosocial_model

医師、病院薬剤師

薬局薬剤師

BioPsycoSocial（生物心理社会）モデル
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